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1 はじめに 

名古屋市立工業高等学校は，国や市の事業として平成

22年度からの3年間，有人動力機を開発してきた[1][2]。

その間，校内では，飛行機製作活動を学校推進計画の一

つに位置づけて精力的に取り組んだ。しかし，事業期間

内に有人動力飛行は実現できなかった。3 年間の事業が

終了し，継続が難しいとされる中，飛行機製作への想い

と，事業を伝承していきたいという願いで，平成 24 年

度，同好会を発足した。その後，飛行機製作に関心を持

つ生徒の入学や飛行機製作を終了することを惜しむ声，

航空宇宙産業の人材育成・人材確保の声に押され，予算

の厳しい中，同好会にその活動の継続が託され，現在も

同好会を中心に活動を継続している。同好会は，事業で

開発され飛行実証に至らなかった有人動力機の飛行性

能の検証や，機体の改良案を模索するために模型実験を

繰り返している。さらに，開発活動を基点に，出展・研

修・見学といった活動も行っている[3]。 

本研究では，まず飛行機開発を推進してきた活動の体

系について説明し，次にそれぞれの活動の成果物である

有人動力機と縮尺模型機を紹介する。併せて，開発した

縮尺模型機が初飛行を果たしたので報告する。 

 

2 活動の体系と経緯 

 本研究の活動の体系は，公的予算に依存する事業と，

校内での自主活動を前提とする同好会に分けられる。事

業の特徴には，活動計画と大規模予算があること，校内

全体で体制が組みやすいこと，活動期間に期限を持つこ

とが挙げられる。そして，本校では，この事業期間中，

総合的な学習の時間を週3時間充て， 3年間取り組んだ。

そして，事業の最終年に同好会が発足したことで，活動

に連続性が生まれ，現在も活動が継続している（表1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、飛行機製作活動の中心になっている同好会の活動

指針を図 1 に示す。活動指針は，開発・出展[5][6][7]・

見学・研修の４つあり，それらを通して，専門的な知識・

技術・技能を培いながら，最終的に自分たちの手で飛行

機を作ることを目的としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図2  有人動力機の開発 

表 1 活動の経緯 

図1  同好会の活動指針 

年 月 活動の内容

'10. 5 事業開始

'11. 3 機体構造部品の原型と発動機架完成

8 構造補強と仮艤装

9 機体の仮組立

'12. 1 羽布被覆，荷重試験成功

2 動力伝達機構完成，振動試験成功

3 推力に対する胴体・脚部の強度試験

4 飛行機同好会発足

5 機体完成

7 低速走行試験

9 高速走行試験

事業予算の枯渇，飛行許可申請の断念

11 模型実験開始

'13. 3 縮尺模型0号機完成

3 事業期間の終了

12 縮尺模型1号機が初飛行

'14. 5 縮尺模型2号機が再飛行

①開発 ②出展

③見学

広報、調査、技術相談
情報交換

設計、製作、試験、評価
実践/応用的な技術・技能の向上

調査、助言、啓発
専門的な知識の向上

④研修
調査、助言、啓発

専門的な技術・技能の向上



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 有人動力機の開発 

有人動力機の開発の経緯を表1の字下げなしの内容に，

開発の様子と開発した有人動力機を図2に示す。図2内

の上段は，左から機体の仮組立，振動試験，走行試験前

の機体整備の様子である。下段は，開発した有人動力機

をそれぞれ左前方，左後方，後方からの視点で見たもの

である。この開発は，平成 22 年度 5月にはじまった国

の事業における二つの取組のうちの一つである。一つは，

明治の飛行研究家である二宮忠八の史料調査や，航空機

産業などの事業所や専門学校，大学，研究機関で要素技

術の研修を受けることである。もう一つは，上記研修活

動の成果物という位置づけで，有人動力機を開発し初飛

行を実現することである。そして，アルミ材の加工や接

合技術の習得を目的に，小型の有人動力機を開発した

[2][3][5][7]。開発した機体の特徴を以下に挙げる。 

・二宮考案の玉虫型飛行器を現代化 

・自作航空機，舵面操縦型，単座，複葉， 

非密閉式，推進式プロペラ配置 

・動力伝達機構部に長い延長軸を持つ 

・アルミ管羽布張りの翼構造 

・張線，主翼根，翼間支柱による主翼支持 

・主翼断面形状に翼型を採用 

・水平尾翼と垂直尾翼を持つ 

・ジャンプ飛行のみの運用を想定 

・全長6.2m，全幅9.8m，全高2.7m 

・機体重量270kg，総重量355kg 

・動力Rotax 503UL-1V,  34.0kW / 45.6HP,  497cc 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 縮尺模型機の開発 

 縮尺模型機の開発の経緯を表1の字下げありの内容に，

開発の様子と開発した縮尺模型機を図3に示す。図3内

の左中右の各列はそれぞれ 0号機，1号機，2号機であ

る。この開発は，当初，動力なしの簡素な模型実験を行

っていたところ，NHK 名古屋放送局から取材を受け，

番組制作に協力しながら，動力ありのラジコン操縦可能

な縮尺比1/6の模型機開発を開始した[4]。その開発の様

子が，15か月間取材され，再放送を含め延べ21回放送

された。開発した縮尺模型機は，平成25年12月に初飛

行に成功し，その飛行試験の様子も紹介された。技術的

な成果としては，二宮考案の玉虫型の機体の飛行実証が

確かめられ，事業で開発した有人動力機の改良法が検討

できた。また，有人動力機と比べて，開発に必要になる

時間・予算・空間・危険が小さい，生徒レベルでも試行

錯誤がしやすく活動しやすい，結果の即応性が良く開発

が促進したといった模型実験の利点が確認できた。 

 

5 おわりに 

本研究では，事業と同好会に分けて推進された本校の

飛行機製作活動について紹介した。事業では，有人動力

機を開発し，同好会では縮尺模型機を開発した（図 4）。

そして二つの活動から，未飛行に終わった有人動力機の

飛行実証の可能性が確認でき，また模型実験の有用性や

優先性が確認できた。本校は，今後もこの飛行機製作活

動を「特色ある・魅力ある高等学校づくり」教育として

推進していく予定である。 
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図3  縮尺模型機の開発 

図4  有人動力機と縮尺模型機 


